ご使用の前に，この「取巧説明書」 と 「使用上のご注意」をよくお読みく ださし、。 





巧）用 



—スター 


炼屆用） 


VU-BC BOOSTER 


増幅チャンネル 

FM.VHFch.1 〜 12-UHFch.13 〜 62-BS.es 


VUBCB33GN 


取扱説明書 


西 


DIGITiL 

デジタル放送对応 


UHF-BC BOOSTER 


増幅チャンネル 
UHFch.13 〜 62-BS.es 


UBCB33GN 

FM’VHF ミキサー内蔵 


西 


ブ 


Cf 型端子 ^ 

イイイ UHF 自動利得調整 >» 

7■スタ ■) 


<C も ! il 出 I" 
mmm >» f f f f 


地上デジタル放送対応 


BS デジタル放送対応 


CATV ヒスカバー!じ は使用できません C 


れた性能と機能 


VUBCB33GN 

増幅部：屋が（内）用 


VUBCB33GN 
電源部 (WP6B) :屋内用 
屋外では使用しないで、 
U ださい。 ) 


こ VUBCB33GN ) 

FM-VHF-UHF 帯 i 或と己 S-CS 帯： t 或を±曽巾畐します C 


(UBCB33GN ) 

UHF帯iまとBS•CS帯:t或を±曽中富します£ 
FM-VHF 帯域は通過します。 


UHF 自動利得調整機能付 （特許出願中) 


マスプロ独自の UHF 自動利得調壁回路により，地上 
デジタル放送移行期で，送信出カレベルが段階的に上 
がったときでも，ブースターの利得再調壁が不要です。 


余裕のある高出力 


UHF 帯域は，アナログ7ぶ+デジタル9波で1 03dB；u * の 
高い出カレベルが得られますから，放送ミ皮の多し、地域 
で巧用しても，障害のないきれいな画像が見られます。 
また，地上デジタル放送移斤期の UHF 多チヤンネル 
受信にもが応できます。 

※デジタルぶの信号レベルが，アナログぶより1 0dB 化い場合。 


優れたシールド性能 （特許出願中) 


増幅部，電源部とも高周ぶ回路を金属ケースでシー 
ルドし，乂 • 出力端子じ F 型コネクターを巧用して 
いますから，か来電瓶こよる巧害を防ぐことができます。 




FM .VHF 停止スイッチ I (VUBCB33GN) 

FM. VHF 停止スイッチによって， FM. VHF の作動を 
停止できますから，地上デジタル放送だけを受信する 
ときや，地上アナログ放送が終了したときに，消費電力 
を抑えることができます。 


異常お知らせ機能 （特許出願中) 


増幅部と電源部の間でシヨートしたり，断線したりした 
場合，電源部作動表示灯の色でお知らせします。 


スマートに設置できる電源部（特許出願中) 


電源部に収納されている縦置き用スタンドを巧用して， 
テレビラックの空きスぺースにも，すっきりと設置でき 
ます。 


電源保護回路 


増幅部と電源部の間でショートしても，電源保謹回路に 
よって，電源部をイ呆護します。 


DH マーク（デジタルハイビジョン受信マーク）は，（せ)電子情®巧術を業おをで審査•登録された一を JiLh の 
性能を有する衛星アンテナ， UHF アンテナ，受信システム機器に付ちされるシンボルマークです。 


DIGITiL 

デジタル放送が応 


各種デジタル放送を，より高画質で見るために，巧害電波の影響を受けにくし、，高いシールド 
性能を備えた機器にマスプロ電工が表示している，信頼のマークです。 

た占お無鉛はんだの採用，カドミウム•六価クロム•水銀•ポリ臭化ビフエニール•ポリ臭化ジフてニル 
^•00 エーテルの不使用により， RoHS 指令にお応しています。 


マルチメディアの 


M A S P R 


:フスス□電工: 


の 



が脇 G 地財 

§ ち npoldci ち」 0 お <|/\| 












































安全上のごを意 


ご使用の前に，この「安全上のごを意」をよくお読みください。 

絵表示に ついて 

この「を全上のごま意」には，製品をを全に正しくご使用いただき，ご使用になる方やイ也の人への 
危害，財産への損害を未然に防止するために，いろいろな表示がしてあります。その表示と意味 
は々のとおりです。 


A 

敬化 
言口 

この表示を無視して，誤った取扱いをすると，人が死 t または重傷を負う可能性が 
想をされる内容を示しています。 



この表示を無視して，誤った取扱いをすると，人が傷害を負う可能性が想を 
される内容，および，物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。 

/!\化后、 

絵表示の例 

A 

A 記号は，注意（警告を含む）がか要な内容があることを示しています。 

図の中に';主意内容（左図の場合，警告またはま意）が巧かれています。 

&記号は，禁止の行為を示しています。 

図の中や近くに禁止内容（左図の場合，み解禁止）が巧かれています。 

参記号は，行為を強制したり，指示したりする内容を示しています。 

図の中に指示内容（左図の場合， AC プラグを AC コンセントからなく）が描かれています。 


A 警告 


参 ACIOOVJii かの電源電圧で巧用しないで 
くださし、。义災•感電の原因となります。 


(S 


> AC コードを傷つけたり，加工したり，無埋に曲げたり， 
ねじったり，引っ張ったり，加熱したりしないで 
ください。また，重いものを載せたり，熱器具に 
お付けたりしないでくださし、。 AC 〕ー ドが破損して， 
义災 • 感電の原因となります。 AC コードが傷んだ場合 
(あ線の露出，断線など），販売店に交換を 
ご化頼ください。そのまま使用すると， 

义災-感電の原因となります。 


(S 


参増幅部および電源部のケースを取外したり，改造 
したりしないでくださし、。また，増幅部および電源部 
の内部には触れないでくださし、。义災•感電 
の原因となります。内部の点検•調整•修理は 
'必ず販売店にご化頼ください。 




•増幅部および電源部の巧部に，金属類や燃 
えやすいものなど，辣巧を入れないでください。 
义災•感電の原因となります。 


(S 


参電源部を，風呂場•シャワー室などで使用 
しないでくださし、。义災•感電の原因となり 
ます。 



参電源部は，風通しの悪い場所で巧用しないでください。 
風通しを悪くすると内部に熱がこもり，义災の原因と 
なります。々のような使い方はしないでくださし、。 

-押入れ•本箱•天井裏など風通しの悪い狭いところに 
押込む。 

.テーブルクロスを掛けたり，じゅうたんや 
ホ団の上に置いたりする。 

•ホやホ団でおおったり，をんだりする。 


S) 


>電源部に水をかけたり，濡らしたりしないようにして 
ください。電源部の上に水や薬品の入った容器を 
置かないでください。水や薬品が中に入った場合， 
义災-感電の原因となります。ぺツトなどの動物が， 
電源部の上に乗らないようにごを意ください 
尿や糞が中に入った場合，义災•感電の原因 
となります。 


V / ホ / J 、り , 

吾®^^ 


参雷が鳴出したら，増幅部•電源部および 

ケーブル . AC プラグ . AC コードには触れ【ク^) 
ないでくださし、。感電の原因となります。 


参増幅部と電源部は，'必ずセットでご使用ください C 


化の機器または化メーカーのものと組合わ 
せて巧用しないでください。义災の原因と 
なります。 


A 


@ 




















A 警告 


•万一，増幅部および電源部の内部に，異物や水が 
入った場合， AC プラグを AC コンセントから抜いて 
販売店にご連絡ください。そのまま使用 
すると，义災•感電の原因となります。特に 
お子様のいるご家庭ではごを意ください。 


>万一，増幅部および電源部を落としたり，ケースを 
破損したりした場合， AC プラグを AC コンセントから 
はいて販売店にご連絡ください。そのまま 
使用すると，义災•感電の原因となります。 


を 


♦万一，煙が出ている，をな臭いや音がするなどの 
異常げ態のまま使用すると，义災•感電の原因と 
なります。すぐに AC プラグを AC コンセントから抜き， 
煙や臭いがなくなるのを確認して販売店に修理を 
ご依頼くださし、。また，テレビの画像が映らない， 
音声が出ないなどのを状があるときも，テレビと 
共に電源部の AC プラグを AC コンセントから抜いて 
販売店に修理をご依頼ください。お客様に 
よる修理はを険ですから，絶がにおやめ 
ください。 



A ミま意 


>増幅部および電源部は，湿気やほこりの多い場所， 
調理台や加湿器のおくなど，油煙や湯気など 
が当たるような場所で使用しないでください。 

义災-感電の原因となることがあります。 


(S) 


> AC プラグは， AC 〕 ンセントに根元までしっかりと 
差込んでくださし、。すき間があるとゴミがたまり， 
义災の原因となることがあります。また， 

AC プラグはを期的に AC コンセントから抜いて 
掃除してくださし、。 


A 


参増幅部および電源部は，不安をな場巧に置いたり， 
取付けたりしないでくださし、。落下して，けがの原因 
となることがあります。壁に設置する場合， 

接着剤やテープなどで取付けないで，壁面 I X ) 
取付用木ネジでしっかりと取付けてくださし 、。 VwX 


• AC コードは，結んだり，まねたりしたままで 
使用しないでください。発熱して，义災の 
原因となることがあります。 


(S 


参増幅部および電源部は，温室やサンルームなどの， 
高温で湿度の高し、巧で使用しないでくださし、。 

义災-感電の原因となることがあります。 


(S) 


参雷の発生が予想されるときは，前もって， AC プラグ 
を AC 〕 ンセントから抜いてください。落雷 
によって，义災の原因となることがあり 
ます。 


€ 


参 AC プラグを AC コンセントから抜くときは， AC コード 
を引っ張らないでくださし、。 AC コードが 
傷つき，义災.感電の原因となることがあり(\ ) 
ます。'必ず AC プラグを持ってはいてくださし、。 


參増幅部を取付けるときは，を下防止のため， 
増幅部や工具を固を物にヒモで結ぶなどの 
を全が策をしてから作業してくださし、。 


A 


♦濡れた手で， AC プラグを抜差ししないで 
くださし、。感電の原因となることがあります。 



参電源部を移動させる場合，化ず AC プラグを AC コン 
セントから抜いてください。 AC コードが傷 
つくと，义災•感電の原因となることがあ 
ります。 


n レー I / 

を 


♦お手入れは，安全のため，化ず AC プラグ 
を AC コンセントから抜いて行なってくだ 
さし、。 感電の原因となることがあります。 


けが子などで長期間，使用しないときは，ま全のため， 
'必ず AC プラグを AC コンセントから抜いて 
くださし、。义災の原因となることがあります。 


运 


参台風や大雪などによって，増幅部のケース•取付金具- 
マストなどに異常があったり，蝶ナットなどがゆるんだり 
していないか，化ず点検してください。また，破損. 
変おした場合，巧しいものと交換してください。その 
ままじしておくと，ケースや取付金具などの へ 
部品が，破損，落下して，けがや建造物に /|\ 
損害を与える原因となることがあります。/ ■ 、 


参テレビやチューナーからの 75 Q ケーブルをブースター 
へ接続するときは，テレビやチューナーの AC プラグを 
AC コンセントから抜いてくださし、。 AC プラグを AC 
コンセントに接続したままケーブルの接続作業をする 
と，使用しているテレビによっては，感電の 
原因となることがあります。 



•テレビ受信工事には技術と経験が必、要です 
から販売店にご相談ください。 


A 


③ 





















各部の名称と機能 




ご注意 


•利得調整は，調整用ドライバーで操作してください。無理に回すと，こわれる 
ことがあります。 

•スイッチは軽く操作してください。力を入れすぎると，こわれることがあります。 




J L 


/' ■ ■ 

1 1 4庐 1 



壁面取付用木ネジ 



^ W 香^1 


P.6 r 取付方ま」をご覧くださし、。 


0 


UHF(ch.13 〜 62) 

けリ得（出力）を〇〜 ©10dB 
連続して調整できます。 

► レベルチてツカー などを使用 
して，テレビまたはデジタル 
チューナーの 入カ レベル 範囲 
を超えないように調整して 
くださし、。 

>出荷時は「 MAX」 になってい 
ます。 


携帯カットスイッチ 



UHF 自動利得調整機能 


»携帯電話のを地局が近く， 
携帯電話の電玻によって， 
受信障害が出る場合， 「ON」 
にします。 

>出荷時は rOFF」 になっています。 


k 


« 



携帯電話の電波で受信 
障害を受けている画面 


携帯電話のを地局が 
近くにある化域の場合 


b 


携帯電話のを地局が 
あくに なし、 地域の場合 




• UHF の電ぶが強い場合，を格 
出カレベルを超えないように 
入カレベルを自動調整します。 
•出荷時は 「ON」 になっています。 
( UHF の電波が強い地域の場合'') 


( UHF の電巧が弱い地域の場合） 


ご 5 主意 


♦ UHF の電波が弱く，画面 
にスノ ーノイス'が出る場合， 
「OFF」 にしてくださし、。 

• P.8 「きれいなテレビが 
見られないときは」を 
ご覧くださし、。 



利得調整 

/^UBCB33GN に， FM.VHF， 
IVHF はありません。 


FM-VHF(ch.1 〜 3) 
VHF(ch.4 〜 12) 

BS-CS 

•利得を〇〜 ©10dB 連続して 
調璧できます。 

• レベルチェッカーなどを使用して， 
定格出カレベルを超えないよう 
に調整してください。 

•出荷時は 「MIN」 になって 
います。 


©VHF 入力端子 

• VHF アンテナからのケーブルを接続します。 

•VU 混合入力のときは付属の防水キャップ(小）を取付けてくださし、。 

©VU 混合入力端子または UHF 入力端子 

VU 混合入力のケーブルまたは UHF アンテナからのケーブルをホま続します。 

® BS • CS 入力端子 

BS • 110 "CS アンテナからのケーブルを接続します。 

© 出力端子 (DC15V 受電端子） 

電源部の入力端子©からのケーカレを接続します。 


® 















































































































































































































































UHF 


UHF 


BS*110°CS 
(右旋円偏波〉 



-fm 


DC15V 


VU / BS(C 

UHF セパレー ; 

(地上デジタル放送） SR 2 TL 2- 


己 S‘110‘CS 




む 

AC 10 し 


ホし、疏千 




DSKT 


増幅部の出力を4ザ0ピする場を 


d : ♦ 

巧 DC15V 


4み配器 

4 SPFA 


I VHF-UHF 








〇 

〇 

DSKT 

テレビ 


© 


1 m む上 


パ-- 


1 上 


階!顯藝 




F 型コネクター 
(付属品） 
♦締付 トルク 
2 N-m 
(21 kgf * cm ) 


増幅部からテレビまでは，低損失75 0 
ケーブル ( S 5 CFB ) で 80 m が限度です。 


S ) 

夕 

P 


、\/ 



テレビ端子 
(電源挿入型） 

觸失7日 Q ヶ-ブル 

L S5CFB 


か配器とテレビ端子を使巧しない 
で，増幅部と電源部を直接，接続 
することもできます。 


DC15V 


DC15V 


0 


一ーブ h n n 


テレビ端子 

DSKT 


地上 ‘ BS ’ IIO’CS 
デジタルチューナー 



■ i ™ 



電源(電源部作動)表示灯 

• AC プラグを AC コンセントに 
差込んだときに，電源部の作動 
が態を表示灯の色でお知らせ 
します。 

(異常お知らせ機能） 


表示灯 

作動が態 

緑 

正常 

ホ 

(過電流） 

異常 

穫 

(斷線） 

異常 

(テレビは見られません） 

無灯 
(ショ-卜） 


• p .9 「異常お知らせ機能について」 
をご覧くださし、。 


P .6 r 取付方ま」をご覧ください。 


mmmm 


(約 1.6 m ) 


p .6 r 取付方法」をご覧ください。 





AC コード 


縦置き用スタンド 


電流が通過する 
端子に接続して 
ください。 


♦ VHF アンテナ， UHF アンテナ，増幅部は， 1 m 必上離してください。 
アンテナが接近しすぎると，アンテナの性能が劣化します。また， 
アンテナと増幅部が接近しすぎると，ブースターが発振して，受信 
障害になることがあります。 

♦名■アンテナからのケーブルは，間違えないように正しく接続してくださし、。 


電源部との接続について 


VU 混を入力1 


v’u 別入力 

i の場合 


の場合 


©出力端子 

(テレビまたはチューナーへ) 
©入力端子（ブースターへ) 

増幅部の出力端子®からの 
ケーブルを接続します。 


AC プラグ （ AC 100 V ) は，取付 
工事がすべて終了してから ， AC 
コンセントに差込んでください。 


衛星放送 （ Bs ‘ iicrcs ) は，地上放送の 
ように，受信レベルが地域によって極端 
に低くなることは，ほとんどありません。 
Bs-iicrcs の調整は，出力信号がひずま 
ないように，入カレベル調整 r ©10 dB 」， 
利得調整 「 MIN 」 の状態から始めること 
をおすすめします。 


こま意 


ワンポイントアドバイス 


こ、ま意 


接続例 


ミ /:— 卜 a 9Z 


ミ. 4— 扛 a 9 z . 




う ^11.4 ^a9z 



一 

一 

I 

















































































































































































取付方ま 


BS -110 °CS 




® 


板壁面 


ドライバーで，増幅部に収納されている壁面取付用木ネジを板壁面にねじ込みます。 


















































































WW ) たお • 


据置き 


•縦置き縦置き用スタンドを使用します。 

①縦置き用スタンドを「カチッ」とロックするまで 
90°回坛します。 



•横置き 

②縦置きにします。 縦置き用スタンドを使用しない 

で横置きにできます。 




板壁面 I 

ドライバーで，電源部に収納されている壁面取付用木ネジを板壁面に 
ねじ込みます。 



ごを意 


•電源部を AM ラジオの近くに 
置くと，ラジオに雑音が入る 
ことがあります。できるだけ， 
ラジオと電源部を離してお使い 
ください。 

•電源部は，温度が上昇しない 
ように，風通しのよい場所に 
設置してください。また，長期 
間，ご使用にならないときは， 
AC プラグを AC コンセントから 
抜いてください。 


F 型コネクターの取付方ま 


♦接触不良やショートを防ぐため，プラグはていねいに取イ寸けてくださし、。 
• ケーブルは 5 C をお使いください。 


の増幅部に接続するケーブル 
は，付属の防水キャップに 
通してください。 




X 防水キャップは， 5 C 
側のラインにそって 


切ってくださし、。 


⑤ケーブルの加工 


お:線の先を斜めに 
切断してくださし、。 



ち線に白い膜が付いて 
いることがあります。 
導通を良くするために， 
'必ず取除いてくださし、。 


③プラグの取がけ 

1. かしめ用リングにケーブルを 
通して くだきい。 

2. あみ線（銅編組）を巧返して 
くださし、。 

3. プラグの内側にアルミ范が入 
るように，アルミ清の巻かけ 
られている方向にプラグを回 
しながら，ていねいに巧込ん 
でくださし、。 


あみ線を 

_ 


アルミ道- 


プラグ/ 


I あみ線•アルミ瘡の I 
Iシ ヨート じを意 


あみ線(銅編組）や 
アルミ道の切れ端 
は，取除いてくだ 
さい。ち線に接触 
すると シヨー ト状 
態になり，テレビ 
を見られなくなり 
ます。 



④かしめ用リングをペンチで圧着 

プラグがおけないように， 

プラグの根元でしっかりと 
圧着してください。 



芯線の長さは，必ず 2 mm に 
してくださし、。 

芯線が長すぎると，コネクターが破損して機器が 
故障します。 


完成図 2mm 


晴 H X 


芯！！は，まっすぐにしてください。 

あ 線が曲がっていると，シヨー ト して機器が出!障します。 


ぶ線 


、ち線 

















































































きれいなテレビが見られないときは 


症状 


原因 


処置 


画像が出ない 



VU 入力切換スイッチが 
正しく操作されていない。 
( VHF - UHF のとぎ） 


> VU 入力切換スイッチが， 
ください。 


正しく操作してあるか確認して 


FM . VHF 停止スイッチが 
「停止」になっている。 
( VHF のとき） 


♦ FM . VHF 停止スイッチを「作動」にしてくださし、 ( VUBCB 33 GN ) 


VHF - UHF - BS (アナ n グが送） 


電源が供給されていない。 


>デジタルが送で画面に 
表示されるメ ツセー ジは， 
一例です。 

> p .9 r 異常お知らせ機能に 
ついて」もご覧くださし、。 


増幅部 • 電源部の作動表示灯は「緑」に点灯していますか。 

/増幅部の出力端子©または電源部の入力端子©が\ 
ショートしていると電源保護回路が作動して，作動 
表示灯が消えます。 AC プラグを AC コンセントから 
抜いて，原因を取除き，再度， AC コンセントに差 
\込んでください。 / 

♦増幅部の出力端子©に， DC1 日 V が供給されているか確認 
してくださし、。 

出力端子©に接続するケーブルの F 型コネクターに\ 
' v テスターを接続して確認できます。 ) 

♦ F 型コネクターのお線が短かつたり，お線にあみ線(銅編組） 
やアルミ清が角をれたりしていないか確認してください。 

♦各ケーブルが，斷線またはショートしていないか確認 
してくださし、。 


画像にモザイク状の 
ノイズが出ている 


UHF アンテナからの入力 
レベルが低い。 


… HF 自動利得調整を 「 OFF 」 にしてくださし、。 



UHF (地上デジタルが送） 


デジタルが送では，入力 
レベルが低くても高くても 
を状は同じで，モザイク状 
のノイズが出たり，映ら 
なくなったりします D 


UHF アンテナからの入力 
レベルが高い。 


♦UHF の入カレベルが 76dB// を超える場合， UHF 入力端子 
に，別売のアッテネータ ー ATT 1.5， 3，6，10，15，20を 
接続して入カレベルを下け'てください。 

♦テレビまたはデジタルチューナーの UHF の入カレベルが 
高い場合， UHF の利得（出力）調整を逸へゆっくり回して 
くださし、。 


ごを意 


UHF け也上アナログ放送）の乂カレべルは，'必ず実用入力 
レベルを超えないように設をしてくださし、。実用入力 
レベルを超えて使用すると， UHF (地上デジタル放送）の 
画面にモザイクがのノイズが出ることがあります。 


画像にスノ ー( ザラザラ） 
ノイズが出ている 


VU 入力切換スイッチが 
正しく操作されてし、なし、。 


> vu 入力切換スイッチが， 
ください。 


正しく操作してあるか確認して 



VHF または UHF アンテナ 
からの乂カレベルが低し、。 


VHF - UHF け也上アナログ巧送） 


> VHR こを状が出る場合， FM . VHF または VHF の入カ レベル 
調壁 スイ ッチを rod 己」にし， FM - VHF または VHF の利得調整 
を® I へゆっくり回してくださし、。 

( VUBCB 33 GN ) 

> UHF にを巧が出る場を， UHF 自動利得調整機能を rOFF 」 
にしてください。 


画像にビート搞が出ている 



FM 電波が強し、 


VHF-UHF (地上アナログが送） 

画像にワイパー現象が 
出ている 


Jlj^ 

化で ikrzjri 

VHF - UHF け也上アナログ巧送） 


VHF または UHF アンテナ 
からの乂カレベルが高し、。 


♦ ch.1 〜 3 の画面に障害が出るときは， FM カットスイッチを 
「 FM カツト」にしてくださし、。 ( VUBCB 33 GN ) 

♦ VHF に症；!犬が出る場を， FM-VHF または VHF の入力 
レベル調壁スイツチを「白 lOd 己」 にし， FM-VHF または 
VHF の利得調整が r MIN 」 でないときは，利得調整 を危へ 
ゆっくり回してください。 ( VUBCB 33 GN ) 

♦UHF の入カレベルが 76dB；u を超える場を， UHF 入力端子 
に，別売のアッテネータ ー ATT 1.5， 3，6，10，15，20を 
接続して入カレベルを下け'てください。 

♦テレビまたはデジタルチユーナーの UHF の乂カレベルが 
高い場合， UHF の利得（出力）調整を逸へゆっくり回して 
くださし、。 


他の電波と混信している。 
(ビート搞のとき） 


>画質が最も良くなるように， 
方向を調整してください。 


VHF または UHF のアンテナの 









































原因 

処置 

Bs‘iicrcs アンテナ 
の方向がずれている。 

•BS-110° CS アンテナの方向がずれていないか確認して 
くださし、。ずれているときは，画像を見ながら，ノイズが 
なくなるように BS’ 11 0°CS アンテナので向(方位ちと仰ち）を 
再調整してくださし、。 

近くに レーダー 基地 
または空遇がある。 

♦近くにレーダー基地や空港があるときは， BS-110°CS 
アンテナをレーダーなどの電波ビームから外れる低い位置 
力\建物の陰など，が害の影響を受けない場戸斤に移動して 
ください。 

Bs‘iicrcs アンテナ 
からの入カレベルが 
低い。 

♦BS.CS の入カレベル調整スイッチを rod 己」にし， BS.GS の 
利得調整を爲へゆっくり回してくださし、。 

♦BS’ 110° CS アンテナからのケーブルをできるだけ短くして 
ください。 

Bs‘iicrcs アンテナ 

からの入カレベルが 
局し、0 

/モザイクがのノイズ、 

I のとさ I 

♦BS• CS の入カレベル調整スイッチを「01 0 dBj にし， BS-CS 
の利得調整が 「 min 」 でないときは，利得調整をを)へゆっくり 
回してください。 


症状 


画像にモザイク巧のノイズ 
が出ている 



Bs’llcrcs (デジタル放送） 

デジタル放送では ，入カレベル 
が低くても高くても症状は同じで， 
モザイク状のノイズが出たり， 
映らなくなったりします。 

画像にスパークリー ( めだか巧） 
ノイズが出ている 



BS (アナログ巧送） 


異常お知らせ機能について 


■ AG プラグを AC コンセントに差込んだときに，正常に作動している力\電源部作動表示灯の色で確認できます。 
* 電源部作動表示灯が「緑」外のときは， AC プラグを AC コンセントから巧いて，原因を取除き，再度， 
AC コンセントに差込んでください。 


電源部作動表示灯 

原因 

処置 

緑 

(正常） 



ホ 

(過電流） 

出力電流が規+各イ直 
(0.6 A ) を超えて 
いる。 

増幅部， Bs ’ iicrcs アンテナ政外に，電源がイ共給 
される機器が接続されて，過電流になっていないか 
確認してください。 

穫 

(断線） 

電源が供給されて 
し、なし、0 

•増幅部の出力端子と電源部の入力端子が接続されて 

いなし、0 

• F 型コネクターのち線が短くなし、か確認してくださし、。 
•増幅部と電源部の間でケーブルが断線していない 
か確認してくださし、。 

無灯 
(シヨ-卜） 

電源が供給されて 
いなし、0 

• F 型コネクターのお線にあみ線（銅編組）やアルミ 
范が触れていない力喃詔してくださし、。 

•増幅部と電源部の間でケーブルがシヨートして 
いないか確認してください。 



>’ー スターは，正しくお使いください 


ブースターは，正しく取付けないと，ブースターが発振して，ご自宅やご近所の 
テレビの映りが悪くなることがあります。 

•入力端子•出力端子の配線は，取扱説明書にしたがって，正しく接続してください。 

•入力と出力のケーブルは，まねたり，増幅部に卷付けたりしないでください。 

•マストに取付ける場合 ， VHF • UHF アンテナと増幅部との間隔を 1 m じ Lb 離してくださし、。 


デジタル放送受信機のレベル表示につい1 


ブースターを設置しても，デジタル放送受信機に表示される「アンテナレベル」や「受信レベル」 
の数値け旨標）がをわらなかったり，下がったりすることがありますが，ブースターの不具合では 
ありません。 

「アンテナレベル」や「受信レベル」は，アンテナの方向調整を目的とした機能で，信号品質に N 比) 
の換算値を表しており，電波の強さを表すものではありません。 


® 
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規格表 


SpeciTications 

VUBCB33GN 


AASPR け 


UBCB33GN tMMB 


MASPIR© 


項目 

Items 


伝送周波数帯域 

Frequency Range 


利得 

Gain 


通過帯域損失 

Insertion Loss 


利得偏差 （ P / V ) 

Gdin Response Hatness 


乂カレベル調整 
Input Level Control 


利得調整範囲 

Gain Control Ranae 


利得(出力)調整範囲 

Gain Control Ranae 


雑音指数 

Noise Figure 


実用入カレベル 

Operating Input Level 


定格出カレベル 

Rated Output Level — 


混変調/相互変調 

Cross Modulation / Intermoduiation 


VSWR 


A * 出カインピーダンス 

Input/ Output Impedance 


電源 

Power Requirements 


使用温度範囲 

Temperature Range 


外観寸法/質量(重量） 

Dimensions / Weight 


規格 


76〜 222 MHz 
( FM-VHF ch .1 〜 12) 


.5 d がソ下 


470 〜 770 MHz 
( UHFch .13 〜目 2) 


26 〜 35 dB 


1032〜2目 55 MHz 
( BS - CS ) 


26〜 35 dB 


SdBJii 内 


〇〜010 dB む上 
(連続可変） 


3 dB む下 （ SdBiiTF ※〇 


35 (がまん限※ 2) 〜 76 dB 片 《 
[38(がまん眼※ 2 )〜 86 dB 片※ 1 ] ■ 


1 11 dB //《3/103 dByu ※ち 


©46dBJ^^T 《 3/©68dBA*^T《-5 


3 J ^ リ下 


6 dBJii 内 


0， ©10 dB 巧換 


〇〜 G )10 dB 拍上 
(連続巧を） 


5 dBJii 下 


45〜 68 dByu (88 d 己/ i &4) 


103 dB // (24 波〉 


- /055 dBJi (下※6 


2.5 じ TF 


75 Q ( F 型コネクター) 


DC 15 V 0.1目 A ( BS . IIO ’ CS アンテナ給電時： 0.43 A ) 


©20 〜©40で 


135 ( H ) X 148 ( W ) X 60( D ) mm / 約 450 g 


to 訳をぉ匿 


AASPR ® 


項目 

Items 

規格 

伝送周波数帯域 

Frequency Flange 

76 〜 108 MHz 
( FM-VHF ch.1-3) 

170〜 222 MHz 
( VHFch .4 〜 12) 

470〜 770 MHz 
(UHF か.13〜 62) 

1032〜 2655 MHz 
( BS - CS ) 

利得 

Gain 

20 〜 25 dB 

25〜 31 dB 

26〜 35 dB 

26〜 35 dB 

利得偏差 ( P / V ) 

Gam Response Hatness 

3 dB 政巧 

3祀料内 

5 dB が内 

6 dB 凶巧 

入カレベル調整 

Input Level Control 

0, 毎 lOdB 巧換 

0,谷 10 dB 切換 


0,谷 10 dB 切換 

利得調整範囲 

Gain Control Range 

〇〜 ©10 dB 掛上 
(連続巧変） 

〇 〜 ©lOdBJiLh 
(連続可変） 


〇 〜 ©lOdBJiLh 
(連続可を） 

利得（出力)調整範囲 

Gain Control Range 


〇 〜 ©lOdBJii 上 
(連続可変） 




雑音指数 

Noise Figure 

3.5 dB 凹下 

3 dB 凶下 

3 dB 凶下 （SdBJiTF を 1 ) 

SdBiiiT 

実用入カレベル 

Operating Input Level 

35.5( がまん限》 2 )〜 
80dB；^ (lOOdB 片 ※ 3) 

35 (がまん限※ 2) 〜 
74 dB // (94 dB 戶 3) 

35( がまん限《 ’2) 〜 76 づ 8；^ 

[38 (がまん限※ 2) 〜 86 dB ； u 《 i ] 

45〜 68 dByu (88 d 己//※ 3) 

定格出カレベル 

Rated Output Level 

105 dB // に波） 

105 dB/i ほ池） 

11 IdB/i &4/ l 03 dByu 《5 

103 dB // (24 波） 

混変調/相互変調 

Cross Modulation/Intermoduiation 

©46 dBL ソ下/© 53 ciB 政下 

{346 dBJil 下 ※ 4/{368 dB 挡下を 5 

— /©55 dBJiiT &6 

VSWR 

3凶下 

2.5 じ TF 

入•出カインピーダンス 

Input / Output Impedance 

75 Q ( F 型コネクター) 

電源 

Power Requirements 

n " …〇。ィ《/"ド^.乂非停止スイ’ソチ「停止」のとき ：0.16 A \ 

DC 15 V 0.2^1^85.110で5アンテナ給電時 ：0.48 Aj 

使用温度範囲 

Temperature Ranqe 

毎20〜 ©40 で 

外観寸法/質量 i 重量） 

Dimensions / Weipht 

135 ( H ) X 148 ( W ) X 60( D ) mm / 約 460 g 


項目 

Items 

規格 

1ホ電圧 

Primary Voltage 

AC 100 V 50 • 60 Hz 

消費電力 

Power Consumption 

5.7 W 

( BS .110‘ CS アンテナ給電時： 10.5 W ) 

出力電圧（電流） 

Output Voltage / Current 

DC 1 SV (最大 0.6 A ) 

入•出カインピーダンス 

Input/ Output Impedance 

75 Q ( F 型コネクター) 

挿入損失 

Insertion Loss 

2 dBJii 下 （ 76〜133目 MHz ) 
2.5 dBJii 下 （1 336〜 2655 MHz ) 

使用温度範囲 

7 emperature Ranqe 

〇〜@40で 

外観寸法 

Dimensions 

120( H ) X 36( W ) を X 100( D)mm 

驟 重量） 

約 250 g 


《縦置き用スタンド幅 51mm 


付属品 


F 型コネクタ ー(5 C ケーブル用） . 目個 

防水キャップ(大） . 4個 

防水キャップ(小， VHF 入力端子用） . 1個 


《1 UHF 自動利得調整機能を 「 ON 」 にしたときの値です。 

《2実用入カレベルの最小値（がまん限）は，地上アナログが送受信で実用になる限界です。 

〈スノーノイズを完全に除去できません） 

利得調整を 「 MIN 」 （利得調整を@へいっぱいに回した状態〉にし，入カレベル調整スイッチを r ©10 dB 」 に 
したときの，最大の実用入カレベルです。 

《4アナログ2波の値です。 

《5アナログ7波+デジタル9波の値です。（デジタル波の信号レベルが，アナログ波より lOdB 低い場合〉 

2信号3々ひずみの値です。 


toiP をぉ闘巧31 


AASPRO 


項目 

Items 

規格 

1々電圧 

Primary Voltage 

AC 100 V 50 •色 OHz 

消費電力 

Power Consumption 

4.7 W 

( BS ‘11 CrCS アンテナ給電時： 9.5 W ) 

出力電圧（電流） 

Output Voltage / Current 

DC 15 V (最大 0.6 A ) 

入1出カインピーダンス 

Input/ Output Impedance 

75 D ( F 型コネクター) 

挿入損失 

Insertion Loss 

2 dBJii 下 （ 7日〜133目 MHz ) 
2.5 dBJii 下 （1 336〜 2655 MHz ) 

使用温度範囲 

7 emperature Ranqe 

〇〜@40で 

外観寸法 

Dimensions 

120( H ) X 36( W ) を X 100( D)mm 

重量） 

約 250 g 


《縦置き用スタンド幅 51mm 


付属品 


UHF 自動利得調整機能を 「 ON 」 にしたときの値です。 

実用入カレベルの最小値（がまん限）は，地上アナログ放送受信で実用になる限界です。 

(スノーノイズを完全に除去できません） 

《3アナログ2波の値です。 

《4利得調整を 「 MIN 」 （利得調整を@へいっぱいに回した状態〉にし，入カレベル調整スイッチを r ©10 dB 」 に 
したときの，最大の実用入カレベルです。 

※ちアナログ7波+デジタル9波の値です。（デジタル波の信号レベルが，アナログ波より 10 dB 低い場合） 

※目2信号3々ひずみの値です。 


F 型 コネクター (5 C ケー カレ用） . 6個 

防水キャップ(大） . 4個 

防水キャップ(小， VHF 人力端子用） . 1個 

マスプロの規格表に絶がうそはありません。 
保証します。 


特 許第2572981号 


登録意匠第859595号 


製品向上のため仕様•外観は変更することがあります。 


太ぶ姫神京 


山山巧松 
岡松高高 


橋戸宮 

前水判 


橋岡本井'ボ 
豊静松福金 


MASter of PFIOductlon 

肝酣 s 溯が 


kg(n)&9-5111-2l 




















































































































